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大正13年（1924年）の創立以来、100
年近い歴史を誇り、産業界を支え続け
てきたシーリング分野のリーディングカ
ンパニー。船舶、自動車、エネルギー、石
油精製、石油化学、化学、エレクトロニク
ス、半導体、液晶、建築など幅広い産業
分野における、流体制御関連機器の製
造販売でグローバルにビジネスフィー
ルドを拡大し続けている。今後はグロー
バル展開のさらなる強化を図り、現地生
産の推進と海外投資を加速させ、成長
と社会貢献の両立を長年培ってきた技
術で対応していく。

〒550-0013
大阪市西区新町1-7-1
06-7166-8281
http://www.pillar.co.jp/

産業機器関連事業では、グランドパッキン・ガスケット製品は堅調に推移したものの、全体的に石油
精製や石油化学市場等が低調であり、売上高は292億13百万円（前期比5.6％減）となった。海外拠
点の拡充と新しく竣工した三田工場の稼働による効率化、自動化、省人化で生産性向上を目指す。

2.89%138,500円 配当利回りいくらから買える？
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株主優待

日本ピラー工業は製造業に必要不可欠な機能部品を製造

発電プラント

安定配当

物流倉庫

高層ビル
化学・薬品工場

石油精製・石油化学プラント

教育施設　公共・保安施設

IT関連

船舶

自動車

製品例
対象は毎年3月31日現在の
株主名簿に記載又は記録された
100株以上を保有している株主

安定配当

6490 3月割当基準月

日本ピラー工業
トータルシール技術で世界をリードし社会に貢献する企業

メカニカルシール
ARⅡシール ピラーEDP®

シリーズ
No.2303-EEE スーパー300タイプピラー

フィッティングフィッティングフィッティングフィッティングフィッティングフィッティングフィッティングフィッティング
スーパー300タイプピラー
フィッティング

PS-Eポンプシリーズ ユニトン支承
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3年未満保有の場合
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1924年(大正13年)に、船舶用グランドパッキンメーカーとして創立以来
「流体の漏れを止める技術」を基本技術として、
様々な産業分野で利用される、独創的で高品質な製品を開発・販売しグローバルに躍進！

エネルギー、石油精製、
石油化学、船舶、医療、
食品など、幅広い市場
で回転機器用シールと
して採用されている。

グランドパッキン

ポンプなどの軸周りから流
体が漏れるのを防ぐ機能
部品。APIやISO等、各種漏
洩基準に適合。高い液漏れ
防止性能を発揮することで
環境保護に貢献している。

ガスケット

配管や機器などの接合
部の密封に使用。発電
所、石油精製、石油化
学、自動車など幅広い産
業で使用されている。

ピラーフィッテング＆チューブ

半導体・液晶製造ライ
ン、医療設備に重要な
「安全性」「クリーン性」
「耐熱性」など、高度か
つ多様なニーズに柔軟
に対応している。

ベローズポンプ

半導体・液晶製造向けに
「耐薬品性」「クリーン性」
「耐熱性」などの条件を満
たしながら、コンパクトか
つ大容量を実現した。

免震装置

建物や屋根、連絡橋などに
加わる力を軽減・吸収。独自
のふっ素樹脂技術で、建築
物・構築物の耐震性・耐久
性の向上に寄与している。

3年以上保有の場合
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3年以上保有の場合

継続保有期間3年以上のメリットも!

継続保有期間3年以上のメリットも!

流体の漏れを止める技術を核に
さまざまな産業や暮らしを支えている
流体の漏れを止める技術を核に

さまざまな産業や暮らしを支えている
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自動化・機械化、
IT化による生産
性の向上と、労
働環境、安全性
などが大幅に向
上。技術研修セ

ンター、分析センター、ショールームも完備され、
マザー工場としての役割を有する主力工場と
して蘇った。

海外への投資を加速。また、現地生産（インドネシア、米国、インド）を推進していく。

本社

国内 73.3％
国内 82.3％

海外関連会社・駐在員事務所
新拠点

TOPICS

株価データは2020年6月30日現在のものです。 65

半世紀の歴史持つ中核工場を
大規模リニューアル

新・三田工場竣工

伸長する海外売上高比率

海外売上高比率の推移

グローバル事業の推進
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